
ヤ
ー
」
の
導
入
が
有
効
だ
と
提

言
し
て
い
る
。

　

わ
ず
か
30
日
間
に
、
Ｇ
Ｙ
は

民
を
皮
切
り
に
、“
産
官
学
”

で
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
、
短
期
間
に
し
か
も

主
要
セ
ク
タ
ー
で
議
論
さ
れ
る
、

テ
ー
マ
に
な
る
Ｇ
Ｙ
っ
て
何
だ

ろ
う
。

　

経
団
連
の
記
述
で
は
Ｇ
Ｙ
を

「
英
国
等
で
は
、
大
学
入
学
前

も
し
く
は
卒
業
後
に
、
学
生
が

Ｇ
Ｙ
を
取
得
し
、一
定
期
間（
通

常
１
年
間
）
を
、
国
内
外
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献

活
動
を
し
て
過
ご
す
こ
と
」
と

紹
介
し
て
い
る
が
、
エ
ッ
セ
ン

ス
で
い
う
と
、「
親
元
や
正
規

の
教
育
か
ら
離
れ
た
非
日
常
化

下
で
の
社
会
体
験
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
正
規
外
の
国
内
外
留

学
）
と
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）」
と
な
る
。
そ
れ

は
、
教
室
内
や
座
学
で
は
得
ら

れ
な
い
体
験
を
若
い
う
ち
に
一

定
期
間
立
ち
止
ま
っ
て
行
い
、

今
後
の
人
生
や
進
路
を
考
え

る
、
あ
る
い
は
じ
っ
く
り
向
き

合
う
「
青
春
の
麦
踏
期
間
」
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
見
「
ゆ
と
り
教
育
」
へ

の
回
帰
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
明
ら

か
に
違
い
、
受
験
で
脇
目
を
振

ら
ず
、“
オ
ン
状
態
”
だ
っ
た

受
験
高
校
生
（
例
：
現
在
東
大

入
学
者
は
中
高
一
貫
校
出
身
が

５
割
）
や
「
就
活
」
で
疲
弊
し

た
大
学
４
年
生
（
ま
た
、
職
歴

な
き
既
卒
未
経
験
者
・
卒
業
３

年
未
満
退
職
者
）
が
主
体
に
な

る
べ
き
で
、
基
本
は
希
望
者
の

た
め
の
も
の
だ
。
再
学
習
を
要

す
る
習
熟
レ
ベ
ル
の
生
徒
や
学

生
は
、
対
象
外
と
い
っ
て
よ
い
。

最
近
は
欧
米
で
は
概
念
が
広
が

り
、期
間
は
１
年
に
限
ら
ず「
３

ヶ
月
か
ら
２
年
」、
学
部
内
や

卒
業
後
で
も
適
用
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
１
年

や
２
年
の
休
学
を
要
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
れ
ば
、
秋
田
県
に
あ
る

公
立
大
学
「
国
際
教
養
大
学
」

の
よ
う
に
、
入
学
を
10
月
に
遅

ら
せ
る
が
、
４
月
か
ら
９
月
ま

で
の
半
年
間
を
単
位
と
し
て
Ｇ

Ｙ
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
も
あ
る
。
必
ず
し
も
Ｇ
Ｙ
イ

コ
ー
ル
休
学
で
は
な
い
。
東
大

も
、
こ
の
「
国
際
教
養
大
学
」

を
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
検

討
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

活
動
は
国
際
協
力

　

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
経
験
者

（gapper

）
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
。
国
際
教
養
大

学
の
Ｗ
君
は
、「
住
民
参
加
型

地
雷
除
去
作
業
」
を
行
っ
て
い

る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

日
本
地
雷
処
理
を
支
援
す
る

会
（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
の
協
力
を
得

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
研
修
を
受

け
た
。
研
修
内
容
は
、
地
雷
原

で
の
地
雷
や
不
発
弾
の
除
去
作

業
の
見
学
、
井
戸
掘
り
作
業
の

補
助
、
村
と
し
て
行
っ
て
い
た

ゴ
ミ
削
減
活
動
へ
の
参
加
、
単

身
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
住
民

と
の
交
流
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
内
容
の
濃
い
活
動
が
出
来

た
。
研
修
前
は
発
展
途
上
国
で

あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
に
対

し
、「
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て

い
そ
う
で
か
わ
い
そ
う
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
い
た
が
、

研
修
後
、
そ
の
見
方
が
変
わ
っ

た
と
い
う
。
18
歳
の
彼
の
目
に

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々
が
毎
日

を
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
る

よ
う
に
映
り
、「
か
わ
い
そ
う
」

と
い
う
感
覚
は
違
う
、
ま
た
表

現
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

も
思
っ
た
。
実
際
に
異
国
の
地

で
研
修
を
受
け
、
日
本
と
い
う

国
か
ら
出
た
こ
と
の
な
か
っ

た
「
自
分
の
常
識
」
と
い
う
尺

度
と
は
全
く
違
う
、
も
う
一
つ

の
尺
度
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

今
ま
で
漠
然
と
し
た
概
念
で
し

か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
「
世
界
が
広
が
る
」
感
覚
を

実
感
で
き
た
と
い
う
。

　

Ｇ
Ｙ
は
も
と
も
と
１
９
６
０

年
代
に
英
国
発
祥
の
慣
行
と
い

え
る
が
、
現
在
で
は
英
国
圏
だ

け
で
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
欧

州
各
国
、
そ
れ
に
近
年
ハ
ー
バ

ー
ド
大
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
等
、
名
立
た
る
米
国
の

高
等
教
育
機
関
で
Ｇ
Ｙ
が
推
奨

さ
れ
た
り
、
大
学
の
制
度
（
ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
取
得
の
奨
学
金

や
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
）
と

し
て
定
着
し
て
き
た
。

大
学
就
学
前
に
一
息

　

Ｇ
Ｙ
に
は
、
こ
の
国
の
若
者

の
「
留
学
行
け
な
い
、
行
か
な

い
、海
外
駐
在
お
断
り
」
の
“
内

向
き
志
向
”
が
顕
在
化
す
る
中
、

若
者
に
希
望
を
与
え
、
元
気
に

“
外
向
き
”
に
い
き
い
き
と
さ

せ
る
予
感
が
す
る
か
ら
で
あ
る
。

先
述
の
経
団
連
の
提
言
で
は
、

以
下
の
表
記
が
あ
る
。「
英
国

等
で
は
、
大
学
入
学
前
も
し
く

は
卒
業
後
に
、
学
生
が
Ｇ
Ｙ
を

取
得
し
、（
中
略
）
国
内
外
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢

献
活
動
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で

も
、
学
生
が
国
内
外
で
本
格
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
従

事
で
き
る
よ
う
、（
中
略
）
企

業
側
に
は
、
そ
う
し
た
学
生
の

多
彩
な
経
験
を
採
用
活
動
に
お

い
て
積
極
的
に
評
価
す
る
姿
勢

が
求
め
ら
れ
る
」

　

こ
れ
ま
で
の
「
休
学
・
留
年

等
空
白
の
な
い
、
減
点
法
の
履

歴
書
重
視
」
の
20
世
紀
型
人
材

評
価
か
ら
、若
者
の
社
会
体
験
・

就
業
体
験
活
動
も
評
価
す
る
加

点
法
の
複
線
型
評
価
へ
と
い
う

画
期
的
な
路
線
変
更
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
、
経
団
連
の
こ
の

考
え
方
は
評
価
し
た
い
。
あ
と

は
、
傘
下
の
企
業
が
ど
う
こ
の

考
え
を
実
行
す
る
か
で
あ
る
。

　

閉
塞
感
あ
る
日
本
に
、
東
大

な
ど
主
要
大
学
が
、
入
学
試
験

は
従
来
通
り
１
月
か
ら
３
月
で
、

秋
入
学
と
Ｇ
Ｙ
を
セ
ッ
ト
に
す

る
と
、「
画
一
的
な
高
等
教
育

や
履
歴
書
の
空
白
を
嫌
う
人
材

評
価
、
就
活
・
新
卒
一
括
採
用
」

が
化
学
変
化
を
き
た
し
、
今
後

の
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

生
き
て
い
く
た
め
に
も
っ
と
も

重
要
な
要
素
で
あ
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
と
い
う
概

念
を
習
得
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ｇ
Ｙ
を
語
る
時
、
そ
の
よ
う
な

道
筋
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
る
の

が
特
徴
的
だ
と
い
え
る
。

参
加
者
は
若
者
を

中
心
に

　

今
年
６
月
13
日
に
東
京
・
広

尾
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機

構
）・
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
他
が
主
催
し
、

ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
啓
発
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、
大
学
生
や
高
校
生
を
中

心
と
し
た
若
者
や
大
学
関
係

者
・
関
心
あ
る
一
般
社
会
人
な

ど
３
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
変
な

盛
況
で
あ
っ
た
。

　

３
日
後
の
16
日
に
、
経
団
連

は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
提
言
」、
同
月
22
日

に
は
政
府
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
会
議
」
は
「
中
間

ま
と
め
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

た
が
、
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ギ
ャ
ッ
プ

イ
ヤ
ー
（
以
下
Ｇ
Ｙ
）
の
導
入

を
提
言
し
た
り
、
推
奨
し
て
い

る
の
だ
。

　

そ
し
て
、
７
月
１
日
に
新
聞

各
紙
が
一
斉
に
好
意
的
に
伝
え

た
「
東
大
が
全
学
秋
入
学
と
半

年 

（
４
ー
９
月
）
ギ
ャ
ッ
プ
イ

ヤ
ー
の
２
点
セ
ッ
ト
検
討
」
と

続
く
。
10
日
に
は
、
今
度
は

「
２
０
１
１
年
版
厚
生
労
働
白

書
（
厚
労
省
）」
が
発
表
さ
れ

た
が
、
こ
こ
で
も
、
大
学
を
卒

業
し
て
も
仕
事
が
な
く
、
若
者

の
高
学
歴
化
が
必
ず
し
も
就
職

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
現
状
も

指
摘
し
、
そ
れ
に
併
せ
て
、
早

い
段
階
か
ら
学
生
の“
職
業
観
”

を
養
う
た
め
、「
ギ
ャ
ッ
プ
イ

（３）　2011 年（平成23 年）9月8日

産官学民同時テーマになってきたギャップイヤーの魅力
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